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ふれる好ゲームとなった。行動は最近、二紀に８連勝の
北田投手がマウンドを踏み、二紀は成相投手を立てる。
行動は１回、ヒットとエラーで１点を先取するが、成相
の力投で追加点を得られず、試合は４回、二紀の井上、
知念が連続ヒットして１点を返して同点。行動は二紀の
猛攻をリリーフに段畑、川口を送って攻撃をかわし６回
を終って１対１のまま時間切れどなる。勝負は９人ずつ
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斤動美術６：０学林というスコア
駒を進めた。第二試合はＺＥＲＯ
モダンアートが先手を取り、ＺＥ
乱れに乗じて２点を先取。しかし
に１点ずつ２点を返し同点、５回
勝ち抜きジャン挙でモダンアート
ニ紀対行動美術。試合は緊張感あ

撚蕊撚蕊
戸芸術学林)目一好走よく三塁を魂う有田軍手(神戸芸術学林)目一

たく１点ずつ入れて、行動美術６：０学林というスコア
で行動美術が二回戦に駒を進めた。第二試合はＺＥＲＯ
対モダンアート、先ずモダンアートが先手を取り、ＺＥ
ＲＯ先発の川村投手の乱れに乗じて２点を先取。しかし
ＺＥＲＯは３回､ ・４回に１点ずつ２点を返し同点、５回
時間切れ。９人ずつの勝ち抜きジャン挙でモダンアート
の勝。第三試合は神戸二紀対行動美術。試合は緊張感あ
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さる９月2 4 日( 月) 秋分の日、待望の第２回市長杯争奪美
術家野球大会が開かれた。場所は川重魚崎グランド、こ
こは素晴らしい球場である。球場前広場に参加選手が全
員集合して1 1 時から開会式。佐藤廉( 元町画廊) 大会委員
長、来賓の楢崎近代美術館長、主催の本誌小泉編集長の
挨拶。優勝杯返還があり、モダンアートの伊勢選手がユ
ーモアあふれる選手宣誓を行ない、いよいよ球趣が盛り

ご●画

なくつち

ＺＥＲＯ待望の１点．‐．
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上がる。第一試合は行動美術対芸術学林。始球式は楢崎
館長が締麗にストライクを決めて、プレイボール。熱戦
の火ぶたが切っておとされた。時間の都合で､ 《１時間２０
分を超えたら新しい回にはいらない》という大会規約が
ある。この試合、先攻の行動美術が初回、ヒットと敵失
を生かして一挙４点を入れ、守っては段畑投手が素晴ら
しい投球を見せて学林を完封、行動は３回、４回に手が

』
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神原( モダンアート）、珍プレー賞山田( ＺＥＲＯ）、チー
ム賞ＺＥＲＯ，行動美術、芸術学林。応援団賞は参加５
チーム全員に贈られて表彰式が終了。優勝したモダンア
ート、準優勝の神戸二紀チームは賞杯にビールがつがれ
てつぎつぎに乾杯。年に一度の美術家野球大会は無事終
了した。
漣力= 神戸市､ さんちかﾀ ﾞ ｳ ﾝ ､ 元町画廊､ 美専堂､ ギﾔ ﾙ ﾘ ｰ 神戸､ 末碩割甑､ 甲南画材､ ﾉ 吋面材
協賀＝ウネ. カネボウベルエイシー. 亀の井迩井埜_ そごう. 大丸. 館の壷､ ハイジL 風月堂. U C C 上島迦緋本社。
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アート西山。最優秀投手賞は行動美術の段畑の各選手に。
優秀投手賞は神戸二紀の成相。ゴールデングローブ賞は
神戸二紀の源内と決まり各選手に記念のトロフィが贈ら
れた。このあと次のとおり各賞が贈られた。走塁賞有田
( 芸術学林) 、ゴールデンジャンケン賞山田( 神戸二紀) 、
河村( モダンアート) 、敢斗賞渡( ＺＥＲＯ) 、川本( 芸術
学林) ､ 北田( 行動美術) 、猛烈賞知念( 神戸二紀) 、三振賞
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のジヤン挙、二紀の山田、鴨居選手がジヤン挙に強く、
宿敵行動美術を降して神戸二紀が勝ち残る。いよいよ大
会の最後を飾る優勝戦である。モダンアート対前年優勝
Ｖ２をねらう神戸二紀、試合は先攻のモダンアートが先
発の源内投手を攻めて敵失とヒットで，点、３回も四球
とエラーを掴んで’点２対０と神戸二紀をリードする。
モダンアートの浜口投手の好投と好守備にはばまれて得

４宇

点できず、グランドにライトが灯されたが試合は５回で
時間切れ。神戸二紀は連勝を逸し、モダンアートが堂々
と初優勝を飾った。
試合終了後、表彰式が行われ佐藤廉( 元町画廊) 大会委
員長から各賞が渡された。優勝市長杯はモダンアート、
準優勝杯は神戸二紀・優勝監督賞はモダンアートの伊勢、
最優秀選手賞、モダンアート浜口。最優秀打撃賞モダン
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、/~墨戻置なｺﾝﾀｸﾄﾚﾝズ装用のための｢神戸ﾒデｨｶﾙｺﾝﾀｸﾄ｣です。

コンタクトレンズは、眼科専門医による正確な検査と指導が必要であり、快適なコンタクトレンズ
の装用には、常日頃の正しい取り扱いが必要です。そのためクリーナー、保存液、消毒器などの附
属品や、眼の障害を防ぐための備品をすべて取り揃え、各種レンズに合ったものを常備しておりま
す。コンタクト全般の相談コーナーももうけておりますのでお気軽にご利用下さい。尚、薬剤師が
専門の立場から、たくさんの市販薬より良心的に皆様にすすめ得る純正薬品も販売する「神戸ファ
ミリーフアーマシー_ ｌを併設しています。
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㈲神戸メディカルコンタクト
神戸市葺合区宮本通５丁目( 市バス上筒井６丁目停留所前広道下る１丁有沢眼科隣）

電話2 4 1 - 6 0 5 0
平日・午前８時3 0 分～午後６時木。土曜日・午前中
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をとりのぞき、フレッシュな素顔をとり戻す
いわば美顔のフルコースです。

●エステテイツク・スキンケア￥4 , 5 0 0
￥５，０００

斌新の美容機器でお肌の状態を判断、ニキピ
シミ、小ジワ、肌あれなどのお肌のトラブル

／ 、

フレッシュな美しさ、 とボディに。

女性のためのトータルビューティサロン
禅戸☆4,zﾗ勇恢ツゥzァ

サウナのあと、
新陳代謝の活発になった体に、
全身美容や美顔を行うと
より大きな効果が得られます。
●オイルマッサージ￥４０５０ o
ドイツの美容オイルで全身をマッサージ。疲
労をもみほぐし、みずみずしい素肌のすこや
かなボディづくりに。
・全身パラフィンパック￥６，０００
パラフィンで全身をパック。汗が流れるほど
暖まり、減延にきめ細やかな素肌づくりに、
冷え症の方の体質改善に効果的。
●パラフィン美顔￥４．００Ｏ
お肌のかくれた汚れや古い角賀をとりのぞき
クリーンで若々しい素肌に。
●薬草美顔￥ 3 , 5 0 0
薬草エキスとハチミツの栄鍵パック。しっと
りとしたうるおいのある色白の素肌に。
●グリーンパツク￥ 3 0 5 0 0
植物からつくられたパック。ニキビ、シミ、
シワなどのトラブル解消に効果的。

神戸・三宮・生田新道神戸サウナ隣り
ＴＥＬＯ７８（3 2 1 ）４７４２．４７４１
営業時間／朝1 0 時～夜３時。年中無休

産
声

5

●サウナコース ￥1 , 5 0 0
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今月のお客様泉谷潔さんく毎日放送記者､左>野津太一郎さんく㈱ﾉずﾜ社長〉
ゴルフの上手な泉谷さん、飛行機のことになると夢中になる野潔さん。共通する話題は、なかでも味覚談義。肉の
美味さや店の雰囲気、そして何よりもリーズナブルな値段の神戸館も、食通のお二人には楽しみのひとつらしい。
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rEL::に難●さわやかフレッシュジュース ●生気とりもどすフレッシュジュース
●ミニセット(コーヒーo r 紅茶十ミニサンド）●ムークレーム/ ムークレームシェィク

農巣会館地階壷3 3 3 - 5 9 7 3、 : 富花Ⅱ綿| 北ハニービル2 Ｆ壷3 3 1 - 9 7 0 3 ノ
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く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
細
か
課
所
に
も
ア
ダ
ム
Ｇ
の
梢
神
が
。

F１ ☆
真
珠
・
宝
石
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
専
門
店

サ
ロ
ン
・
贋
ｒ
・
パ
ー
ル

北
野

北
野
町
４
査
漉
－
１
４
０
６
栄
光
宝
飾
㈱

大
粒
の
南
洋
真
珠
の
指
輪
は
個
性
派
の
貴
女
に
。
永

遠
の
美
，
〕
さ
を
た
た
え
る
真
珠
は
女
性
の
夢
と
億
れ
。
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☆
画
材
・
額
縁

／

木もれ陽異人館
ト
ァ
ロ
ー
ド
・
大
丸
前
念
測
１
１
３
０
９

ぁ
な
た
の
お
部
屋
に
一
枚
の
絵
を
。
こ
こ
ろ
和
む
ひ

と
と
き
を
お
届
け
し
ま
す
。
画
材
一
式
か
ら
額
ま
で
。

末
積
製
額

雲

一
一
‐
一
一

蘭

神戸
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☆
松
竹
映
画
「
夜
叉
ケ
池
」
に
、
名
様
を
ご
招
待
／

あ
で
や
か
な
美
貌
と
天
票
の
波
技
力
の
坂
東
玉
三

郎
郎
が
ヒ
ロ
イ
ン
・
百
合
と
白
雪
姫
の
二
役
を
演
じ
る

垂
と
い
う
映
画
界
話
題
作
。
原
作
／
泉
鏡
花
監
督
／

束
篠
田
正
浩
音
楽
／
河
田
剛
キ
ャ
ス
ト
／
加
藤

坂
剛
、
山
崎
努
、
他
、
月
加
日
よ
り
神
戸
朝
日
会

館
に
て
公
鮒
。
招
待
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
「
夜

叉
ケ
池
」
と
名
記
の
上
、
神
戸
っ
子
編
集
室
ま
で
。

１
１３
１

●
愛
読
者
招
待
席

６
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
Ｓ
・
七
○
○
○
円
Ｓ
・
六

○
○
○
円
Ａ
・
胴
五
○
○
円
Ｂ
・

三
五
○
○
円
学
生
。
二
○
○
○
円

★
神
戸
青
年
合
唱
団
第
５
回
定
期
演
奏
会

９
日
（
金
）
加
日
（
土
）
６
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
》
叫
元
／
一
般
・

一
二
○
○
円
学
生
・
九
○
○
円

★
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ラ
ス
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

晦
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
四
○
○
○
円
Ｂ
・
三
五

○
○
円
Ｃ
・
三
○
○
○
円
Ｄ
・
二

○
○
○
円

☆
デ
ジ
ュ
ー
・
ラ
ー
ン
キ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

陥
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円

☆
第
２
回
ユ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト

Ⅳ
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

レノ
☆
神
谷
郁
代
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

四
日
へ
月
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

特
別
指
定
・
二
五
○
○
円
一
般
・
二

○
○
○
円

★
大
阪
フ
ィ
ル
／
手
塚
幸
紀
指
揮

聖
日
（
木
）
６
時
半
明
石
市
民
会
館

●
愛
読
者
優
待
席

守
神
戸
の
催
し
物
剤
型
栗
鹿

溺
日
（
日
）
２
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
Ｎ
Ａ
’
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
大
川
栄
策

甜
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
幸
弓
／
二
○
○
○
円

★
東
京
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

調
日
（
水
）
７
時
県
民
小
劇
場

二
○
○
○
円

塑
日
（
木
）
６
時
半
明
石
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
一
般
・
二
五
○
○
円
学

生
・
一
八
○
○
円

★
伊
藤
ル
ミ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・

二
○
○
○
円
Ｂ
・
’
五
○
○
円
学

生
・
一
○
○
○
円

ア
☆
神
戸
青
少
年
吹
奏
楽
団

ズ
麹
日
（
祝
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

マ
－
ル
三
○
○
円

卜
☆
イ
ル
カ

ル

迦
日
（
土
）
６
時
半
姫
路
文
化
セ
ン

ク／
タ
ー
Ａ
・
二
三
○
○
円
Ｂ
・
二
○

識
○
○
円

都
☆
日
野
捨
正
と
素
晴
し
き
仲
間
達

八
音
楽
Ｖ

☆
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
・
ゲ
バ
ン
ト
ハ
ウ
ス

管
弦
楽
団

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
物
に
ご
招

待
い
た
し
ま
す
（
そ
れ
ぞ
れ
、
名
様
）

★
浪
曲
大
会

ｎ
月
狸
日
（
日
）
皿
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

出
演
／
天
光
軒
満
月
、
京
山
幸
枝
栄
、

筑
波
武
蔵
、
三
原
左
知
子

★
実
況
録
画
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

指
揮
／
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー

ｎ
月
鵡
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

☆
桑
名
晴
子

ｎ
月
塑
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化

巾
ホ
ー
ル

☆
大
壌
博
堂

ｎ
月
訓
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル

☆
甲
斐
バ
ン
ド

哩
月
３
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

☆
p 全

鍵

1１
月

の

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
書
で
神
戸
っ

子
編
集
室
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

二
五
○
○
円

☆
桑
名
晴
子

塑
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五

○
○
円

★
関
学
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ

釦
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

☆
大
塚
博
堂

鋤
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

Ｉ
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五

○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
俳
優
座
「
高
橋
お
で
ん
／
毒
婦
の
父
」

８
日
（
木
）
９
日
（
金
）
、
日
（
土
）

週
日
（
火
）
叫
日
（
水
）
６
時
鵡
分

ｎ
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
二
○
○
○
円

出
演
／
東
野
英
治
郎
、
河
内
桃
子
、
滝

田
裕
介
、
岩
崎
加
根
子
ほ
か

☆
東
宝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」

鯛
日
（
祝
）
２
時
型
日
（
土
）
①
哩

時
②
５
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

出
演
／
森
繁
久
弥
、
淀
か
お
る
、
大
空

莫
弓
、
益
田
喜
噸
、
谷
啓
ほ
か

八
そ
の
他
Ｖ

★
す
ば
ら
し
き
映
画
音
楽
の
世
界
と
ス
タ

ー
た
ち

７
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
一
二
○
○
円

☆
市
民
映
画
劇
場
「
追
想
」

埠
日
（
火
）
Ｉ
焔
日
（
金
）
６
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
四
九
九
円

☆
浪
曲
大
会

蝿
日
（
日
）
ｎ
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

★
映
画
「
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
ケ
ラ
ー
指
揮
／

ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」

ｎ
月
埠
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
’
五
○
○
円

☆
映
画
「
す
ば
ら
し
い
友
だ
ち
ア
ン
ト

ニ
ー
ノ
」

密
日
（
日
）
①
１
時
半
②
３
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
前
売
・
六
○
○

円
当
日
・
八
○
○
円

☆
神
戸
学
院
大
学
落
語
学
院
／
学
院
寄
席

釦
日
（
金
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

無
料

ご
希
望
の
方
は
莱
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

縮
築
室
「
浪
曲
」
「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン

ー
こ
「
桑
名
崎
子
』
「
大
塚
博
堂
」
「
甲

斐
バ
ン
ド
」
の
係
ま
で

溺
日
（
木
）
７
時
神
戸
外
国
倶
楽
部

伊藤ルミ

内日野暗正

神
戸
『
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す
。

☆
伊
藤
ル
ミ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ｕ
月
塑
日
（
木
）
７
時
神
戸
外
国
倶

楽
部
一
一
五
○
○
円
を
一
割
引

☆
泉
田
肇
ナ
ポ
リ
を
歌
う

哩
月
９
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
二
○
○
○
円
を
一
割
引

☆
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ｗ
ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

型
月
晦
日
（
土
）
４
時

哩
月
唾
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大

ホ
Ｉ
ル

Ａ
・
三
八
○
○
円
を
一
割
引
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と
こ
ろ
で
愛
嬬
こ
の
う
え
な
い
ゾ
ウ
の
絵
画
が
や
は
り
多
い
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
あ
の
巨
体
に
、
あ
の
や
さ
し
く
光
る
小
さ
な

眼
と
長
い
鼻
の
器
用
さ
か
ら
だ
ろ
う
か
。
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
の
ト

ッ
プ
が
た
い
て
い
ゾ
ウ
で
あ
る
こ
と
ま
ず
不
動
だ
。

だ
が
ま
て
よ
、
こ
れ
だ
け
の
出
来
ば
え
の
写
生
に
、
ふ
と
間
違

い
を
見
つ
け
た
。
こ
の
力
強
い
前
足
の
ヒ
ヅ
メ
の
数
で
あ
る
・
４
本

を
描
い
た
作
品
と
５
本
を
く
っ
き
り
描
い
た
も
の
と
が
あ
っ
た
。

果
た
し
て
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
、
さ
て
皆
さ
ん
、
も
う
一
度
じ
っ

く
り
ゾ
ウ
の
ヒ
ヅ
メ
を
数
え
て
頂
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

な
ぜ
ヒ
ヅ
メ
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
実
は
、
こ
の

ヒ
ヅ
メ
の
数
が
、
ウ
シ
の
仲
間
か
ウ
マ
の
仲
間
な
の
か
を
呼
び
分

け
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

さ
て
皆
さ
ん
、
ゾ
ウ
に
続
い
て
カ
バ
、
そ
し
て
サ
イ
を
目
の
前

に
し
て
、

「
父
さ
ん
、
こ
の
動
物
、
ウ
マ
の
仲
間
、
そ
れ
と
も
ウ
シ
の
仲
間
？

ど
ち
ら
な
の
…
…
」
こ
う
し
た
学
童
の
問
に
正
し
く
答
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。

【
カ
バ
の
ヒ
ヅ
メ
は
４
本
の
偶
数
】

や
は
り
幼
い
頃
、
身
近
に
覚
え
た
動
物
と
の
比
較
で
理
解
し
よ

う
と
す
る
問
い
か
け
で
あ
る
。

い
や
、
動
物
を
解
説
す
る
場
合
、
特
に
低
学
年
の
子
供
た
ち
に

は
、
「
よ
く
見
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
動
物
、
イ
ヌ
に
似
て
る
、
そ

れ
と
も
ネ
コ
に
似
て
る
か
な
／
」
と
、
話
を
わ
が
家
に
も
い
る
動

物
た
ち
に
向
け
、
う
ま
く
興
味
を
さ
そ
い
な
が
ら
、
野
生
動
物
を

正
し
く
解
説
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
ゾ
ウ
に
次
ぐ
２
ト
ン
と
い
う
巨
漢
の
カ
バ
を
、
見

て
、
ど
う
解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
一
度
、
や
っ
て
い
た
だ

き
た
く
な
っ
て
き
た
。

漢
字
で
は
河
馬
、
つ
ま
り
河
の
ウ
マ
と
記
さ
れ
る
が
、
英
名
Ｈ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
が
河
の
中
の
ウ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
カ
バ
の
泣
き
声
、
ま
さ
し
く
、
モ

ゥ
ー
で
は
な
く
「
尋
ハ
ブ
、
パ
フ
、
バ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ー
ン
」
と
実
に
大

声
で
は
あ
る
も
の
の
ウ
マ
の
泣
き
声
に
似
て
い
る
。

だ
が
、
果
た
し
て
カ
バ
は
泣
き
声
か
ら
判
断
す
れ
ば
確
か
に
ウ

５
１
１
１
１

▲カバのヒヅメは４本で偶蹄目。いくら鳴き声がウマに似ているとはいえ、
ウマのヒヅメは１本で奇蹄目と種類が違います。
くキリンのヒヅメは２本。ヒヅメの数を観察するのも面白いですね。

４
ト
ン
の
巨
体
を
支
え
る
ゾ
ウ
の
足
は
さ
す
が
に
太
い
。
前
足

詔
×
知
セ
ン
チ
と
横
長
、
後
ろ
足
詔
×
妬
セ
ン
チ
の
た
て
長
。
足

の
裏
は
厚
さ
皿
セ
ン
チ
も
あ
る
筋
肉
層
で
出
来
て
お
り
、
体
重
の

圧
力
を
ふ
ん
わ
り
と
や
わ
ら
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ラ
バ
ー
シ
ュ

ー
ズ
を
は
い
て
る
み
た
い
。
そ
の
上
、
ゾ
ウ
は
前
後
の
足
を
殆
ん

ど
同
時
に
出
し
て
歩
く
。
側
対
歩
。
一
本
の
足
に
体
重
が
の
つ
か

る
の
を
出
来
る
だ
け
防
い
で
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
体
質
だ
。

■

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蹄の数で呼び分ける
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ア
フ
リ
カ
に
住
む
、
カ
バ
一

家
の
隣
り
が
サ
イ
で
あ
る
。

こ
の
ヨ
ロ
イ
の
よ
う
な
硬

い
筋
肉
質
の
サ
イ
も
ま
た
草

を
主
食
に
す
る
草
食
性
、
肩

に
コ
ブ
が
で
き
、
暇
が
あ
っ

た
ら
、
ひ
っ
そ
り
と
座
り
こ

ん
で
休
ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

一
見
ウ
シ
の
仲
間
に
見
え
て

も
致
し
方
が
な
い
。

こ
の
サ
イ
に
も
干
草
と
イ

モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
オ
カ
ラ
を

与
え
る
が
、
木
の
葉
も
、
青

草
も
大
好
物
、
ち
ょ
っ
と
の

草
に
も
巨
漢
の
サ
イ
、
２
ト

ン
の
体
重
を
も
の
と
も
せ
ず
、
軽
々
し
い
足
取
り
で
駆
け
寄
っ
て

き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
近
寄
っ
て
き
た
サ
イ
の
ヒ
ヅ
メ
の
数
を
知
る

チ
ャ
ン
ス
だ
／
、

な
る
ほ
ど
ね
、
カ
バ
そ
っ
く
り
の
足
首
を
し
て
い
て
も
ヒ
ヅ
メ

の
数
は
、
ど
う
数
え
て
も
３
本
で
あ
る
。
つ
ま
り
奇
数
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
ウ
シ
の
ヒ
ヅ
メ
は
２
本
で
あ
る
こ
と
今
や
常

識
。
そ
の
数
、
偶
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
偶
蹄
類
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
方
、
ウ
マ
の
ヒ
ヅ
メ
は
、
今
さ
ら
記
さ
な
く
て
も
一
本
で
あ

る
こ
と
、
知
ら
な
い
お
方
は
ま
ず
お
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り

ウ
マ
の
ヒ
ヅ
メ
は
奇
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
奇
蹄
類
と
も
呼
ぶ
の

で
あ
る
。

【
偶
蹄
の
胃
は
反
鍔
胃
。
奇
蹄
は
単
胃
】

さ
て
、
不
思
議
な
こ
と
に
偶
数
の
ヒ
ヅ
メ
を
持
つ
仲
間
は
み
ん

な
胃
が
３
１
４
室
に
分
か
れ
、
反
剥
も
す
る
。
し
か
も
座
る
こ
と

が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
、
草
や
樹
葉
を
ひ
と
と
き
も
速
く
、
荒
噛
み

し
て
第
一
胃
に
送
り
こ
み
、
そ
し
て
安
全
な
場
所
へ
集
団
移
動
し

て
く
る
と
、
い
っ
せ
い
に
座
り
こ
ん
だ
ら
、
も
う
暫
く
は
動
か
な

い
。
今
食
べ
た
ば
か
り
の
餌
を
も
う
一
度
も
ど
し
て
じ
っ
く
り
噛

み
な
お
す
。
つ
ま
り
反
劉
を
す
る
。
そ
こ
で
偶
蹄
類
の
呼
び
名
に

対
し
て
反
劉
類
と
も
、
昔
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

さ
て
、
一
方
、
奇
数
の
ヒ
ヅ
メ
展
は
ど
う
か
と
思
え
ば
、
ウ
マ

と
同
様
、
胃
は
一
室
、
反
劉
も
し
な
い
。

こ
の
稿
の
主
役
、
サ
イ
の
ヒ
ヅ
メ
も
ま
た
奇
数
の
３
本
だ
。
だ

か
ら
ウ
シ
や
シ
カ
、
キ
リ
ン
の
よ
う
に
食
べ
も
ど
し
て
噛
む
と
い

う
反
劉
は
や
ら
な
い
。
と
、
い
う
風
に
動
物
を
分
類
す
る
う
え
に

ヒ
ヅ
メ
の
数
が
少
な
か
ら
ず
役
立
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た

角
や
毛
皮
の
色
、
そ
し
て
体
つ
き
、
と
ヒ
ヅ
メ
の
数
と
で
仲
間
分

け
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
つ
と
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
初
め
に
記
し
た
ゾ
ウ
の
ヒ
ヅ
メ
５

本
だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
や
は
り
奇
数
の
ヒ
ヅ
メ
を

も
っ
た
動
物
と
解
し
て
正
し
か
っ
た
。
鼻
が
長
い
か
ら
長
鼻
目
と

独
立
さ
せ
て
い
る
も
の
の
胃
は
ウ
マ
同
様
の
単
胃
で
反
調
は
し
な

い
ウ
マ
や
サ
イ
に
近
い
の
で
あ
る
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

マ
に
近
い
と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
は
早
合
点
だ
っ
た
。
動
物

各
々
、
身
体
の
造
り
か
ら
、
似
た
よ
う
な
も
の
を
区
分
け
し
て
分

類
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
誰
で
も
が
で
き
る
、
最
も
見
分
け

易
い
要
点
を
こ
の
稿
で
記
し
て
い
こ
う
。

午
後
４
時
前
、
ど
っ
さ
り
陸
に
盛
り
あ
げ
ら
れ
た
干
草
、
イ
モ

ー
ー
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
オ
カ
ラ
の
ミ
ッ
ク
ス
餌
に
向
か
っ
て
、

カ
バ
家
族
が
上
陸
を
は
じ
め
た
。
先
頭
は
母
親
、
そ
の
す
ぐ
側
に

子
カ
バ
、
そ
し
て
距
離
を
お
い
て
オ
ス
親
も
が
上
が
っ
て
き
た
。

の
っ
そ
り
と
足
を
運
ぶ
カ
バ
一
家
。
そ
れ
、
い
ま
で
す
ぞ
／
、
み
な

さ
ん
。
上
陸
し
て
き
た
カ
バ
の
シ
メ
を
数
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

だ
が
確
か
に
カ
バ
の
蹄
の
爪
は
４
本
、
ど
う
数
え
て
も
５
本
で
は

な
か
っ
た
。
つ
ま
り
偶
数
だ
っ
た
。

【
サ
イ
の
ヒ
ヅ
メ
は
３
本
の
奇
数
】

と
こ
ろ
で
、
動
物
園
で
の
展
示
方
法
と
し
て
、
こ
う
し
た
分
類

学
的
に
隣
接
さ
せ
見
て
頂
く
方
法
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
生
棲
地

で
常
に
共
存
し
て
い
る
仲
間
を
な
ら
べ
て
展
示
す
る
生
態
方
法
と

が
あ
る
が
、
神
戸
で
は
両
者
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
だ
が
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
生
態
展
示
を
重
点
に
お
い
て
い
る
。
だ
か
ら
同
じ

己鍾いもく
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神
鉄
鈴
蘭
台
駅
Ｉ
洞
川
林
道
ｌ
修
法
ガ
原

私
は
大
正
十
三
年
に
神
戸
へ
や
っ
て
来
て
、
今
は
鈴
蘭
台
に
住

ん
で
い
ま
す
が
、
当
時
は
兵
庫
に
住
み
つ
き
ま
し
た
。
二
十
三
歳

の
時
で
す
。
翌
年
、
県
の
絵
画
教
室
に
講
師
に
や
と
わ
れ
て
、
日

曜
日
毎
に
教
え
に
行
っ
て
た
と
こ
ろ
、
藍
那
へ
写
生
に
誘
わ
れ
た
。

そ
の
頃
、
西
鈴
蘭
台
か
ら
藍
那
一
帯
は
一
面
の
田
圃
で
し
た
ね
。

こ
の
辺
は
本
当
に
神
戸
の
裏
山
と
い
う
感
じ
で
、
殆
ん
ど
が
か
や

葺
き
屋
根
の
家
だ
っ
た
が
、
今
は
ス
ッ
カ
リ
変
わ
り
ま
し
た
。

実
は
、
当
時
の
帝
展
（
現
在
の
日
展
）
に
藍
那
の
風
景
を
描
い

て
出
品
し
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
入
選
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
初
入

選
で
、
私
が
一
一
十
八
歳
の
と
き
で
す
。
こ
れ
は
余
談
で
す
が
、
そ

の
絵
が
中
学
校
の
国
定
教
科
書
に
原
色
刷
り
で
載
っ
た
ん
で
す
。

こ
の
絵
は
、
段
女
畑
が
手
前
で
遠
景
に
藍
那
の
山
の
見
え
る
風
景

だ
っ
た
ん
で
す
が
．
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
今
日
ま
で
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
鈴
蘭
台
を
通
っ
て
藍
那
へ
行
き
、
そ
こ
の
風
景
を
描

い
て
展
覧
会
へ
出
品
し
て
い
ま
す
。

蕊
驚
．

六
甲
山
を
描
い
て
五
十
猛

八
そ
の
妬
Ｖ

菖
蒲
大
悦

初
め
て
、
い
わ
ゆ
る
六
甲
山
へ
上
っ
た
の
は
二
十
四
歳
の
と
き

で
、
京
都
の
絵
画
専
門
学
校
の
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
た
と
き
で
す
。

私
に
と
っ
て
は
、
何
し
ろ
初
め
て
の
登
山
な
の
で
、
六
甲
山
は
相

当
危
険
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
実
に
も
の

も
の
し
い
山
登
り
の
格
好
を
し
て
い
た
も
の
で
す
。
確
か
芦
屋
の

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
か
ら
山
頂
へ
登
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
少
し
寒
い

頃
で
、
山
頂
か
ら
有
馬
の
方
へ
降
り
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
と
て
も
風
の
強
い
日
で
、
あ
っ
と
思
っ
た
ら
、
帽
子

を
風
に
と
ら
れ
、
六
甲
の
裏
の
方
へ
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
。
何
し

ろ
谷
が
深
い
の
で
取
り
に
行
く
こ
と
も
出
来
な
く
て
：
。
：
．
。
そ
れ

が
最
初
に
六
甲
山
へ
登
っ
た
と
き
の
思
い
出
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が

有
馬
の
方
へ
坂
を
下
っ
て
い
た
ら
、
何
と
女
の
人
が
普
段
着
の
ま

ま
下
駄
を
は
い
た
格
好
で
山
を
登
っ
て
来
る
の
で
す
ね
。
重
装
備

を
し
て
い
た
私
は
、
し
ば
し
、
ア
ッ
ケ
に
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
の
好
き
な
六
甲
山
の
姿
は
、
芦
屋
方
面
か
ら
見
た
と
き
で
す

ね
。
ち
ょ
う
ど
、
阪
神
電
車
芦
屋
駅
の
辺
か
ら
見
る
と
、
六
甲
山

の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
風
景
を
画
い
た
絵
は
、

展
覧
会
に
何
度
も
出
し
ま
し
た
。
い
か
に
も
六
甲
山
ら
し
い
感
じ

で
す
。
六
甲
山
を
山
と
し
て
感
じ
る
の
は
、
木
の
繁
っ
た
う
っ
そ

う
と
し
た
山
で
は
な
く
、
山
肌
の
突
禽
と
し
た
厳
し
い
と
こ
ろ
が

特
徴
で
す
ね
。

西
宮
市
の
山
口
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
見
た
六
甲
山
、
有
馬
の
旅

館
か
ら
見
た
六
甲
山
も
よ
く
画
き
ま
す
。
特
に
有
馬
か
ら
見
た
六

甲
山
の
景
色
は
山
の
形
ま
で
ハ
ッ
キ
リ
と
頭
の
中
に
残
っ
て
い
ま

す
ね
。
私
が
親
し
み
を
感
じ
る
の
は
、
や
は
り
裏
六
甲
で
す
ね
。

八
日
本
画
家
Ｖ

ススキの原にて
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摩
耶
辺
の
桜
が
と
て
も
い
い
。
こ
れ
は
絵
に
画
い
て
展
覧
会
に
出

し
た
こ
と
も
あ
り
、
い
い
印
象
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
十

一
月
で
は
有
馬
辺
が
い
い
で
す
ね
。
特
に
多
間
寺
辺
の
秋
の
景
色

は
、
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
い
い
で
す
ね
。
毎
年
見
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
い
い
で
す
。
大
池
の
池
の
ほ
と
り
の
紅
葉
が
と
て
も
よ
か
っ

た
の
で
、
何
枚
も
絵
を
画
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
六
甲
山
の
山
の
形
に
は
と
て
も
変
化
が
あ
り

ま
す
ね
。
摩
耶
山
に
し
て
も
、
再
度
山
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
る
。
そ
う
い
う
変
化
が
あ
る
か
ら
、
六
甲
山
は
見
て
い
て

も
飽
き
な
い
し
、
い
つ
も
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。

私
は
長
年
神
戸
に
住
ん
で
い
る
か
ら
、
ど
こ
の
山
よ
り
も
六
甲

山
が
好
き
で
す
が
、
特
に
裏
六
甲
が
好
き
だ
と
い
う
の
は
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
関
係
も
あ
る
の
で
す
が
、
私
の
郷
里
で
あ
る
九
州

佐
賀
の
菖
蒲
村
の
景
色
と
、
谷
上
あ
た
り
の
景
色
は
よ
く
似
て
い

る
の
で
す
ね
。
川
が
あ
っ
て
、
後
ろ
に
大
き
な
樺
の
木
の
あ
る
家

が
あ
っ
た
り
、
風
景
も
そ
う
だ
し
、
何
と
な
く
似
て
い
る
ん
で
す

ね
え
…
…
。
谷
上
や
箕
谷
の
辺
へ
行
く
と
、
ま
る
で
郷
里
へ
帰
っ

た
よ
う
な
気
に
な
る
ん
で
す
よ
。
（
談
）

も
ち
ろ
ん
、
山
頂
へ
も
何
回
も
登
っ
て
い
ま
す
が
、
裏
六
甲
の
麓

を
ウ
ロ
ゥ
ロ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
渓
谷
の
美
し
さ
と

か
．
と
に
か
く
絵
に
な
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

四
季
折
々
の
移
り
変
わ
り
で
六
甲
山
の
顔
も
変
わ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
夏
に
は
ア
ジ
サ
イ
が
と
て
も
キ
レ
イ
で
す
ね
。
し
か
し

ア
ジ
サ
イ
は
鈴
蘭
台
に
も
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
の
で
、
ア
ジ
サ

イ
を
画
く
た
め
に
六
甲
山
に
登
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

や
は
り
、
風
景
で
す
。
六
甲
山
の
夏
の
よ
さ
は
、
た
と
え
ば
、
早

朝
、
朝
霧
の
中
か
ら
山
が
見
え
隠
れ
す
る
情
景
な
ん
か
、
た
ま
ら

な
く
い
い
で
す
ね
。
雪
の
六
甲
山
も
ま
た
い
い
。
春
は
春
で
、
奥洞 湖にてスケッチブックを明ける
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八
山
岳
詩
人
Ｖ

あ
る
所
に
哲
学
の
道
が
あ
り

あ
る
土
地
に
文
学
の
径
が
あ
る

六
甲
山
系
の
前
山
に

私
は
詩
索
の
み
ち
を
創
ろ
う

保
久
良
神
社
か
ら
北
へ
の
び
た
尾
根
の
一
角

金
鳥
山
ま
で
わ
行
か
な
い
で

そ
の
少
し
手
前
か
ら

打
越
山
へ
向
う
こ
の
道
わ

「
毎
日
肇
山
」
の
人
達
か
ら

縁
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が

八
幡
谷
を
見
下
し
な
が
ら
北
へ
進
む
風
景
が

や
は
り
心
を
慰
め
る
の
で
あ
る
。

わ
が
や
の
家
系
か
ら
申
せ
ば

最
年
長
の
「
僕
」
が
糞
先
に

鬼
籍
に
は
い
る
と
の
み
信
じ
て
ゐ
た
の
に

「
年
の
群
破
れ
草
皿
に
乗
る
命
』

と
ま
で
心
境
を
う
た
い
も
し
た
が

九
才
の
「
孫
」
に
先
き
だ
た
れ
て
わ

今
更
に
人
の
世
の
き
び
し
さ
を

揃
感
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い

八
そ
の
妬
Ｖ

阪
急
岡
本
駅
ｌ
保
久
良
神

永
楽
孝
一
詩
索
の十文字山への道にて筆者

社
ｌ
十
文
字
山
ｌ
阪
急
岡
本
駅

み
ち

発
病
し
て
僅
か
二
十
時
問
余ク
ケ
マ
サ

暗
の
彼
方
へ
姿
を
消
し
た
「
岳
正
」
こ
｝
て

癒
え
る
こ
と
の
な
い
き
ず
を

私
へ
刻
み
付
け
た
の
だ

き
よ聖ら
か
な
「
山
』
の
清
水
を
霊
前
に
供
》
え
て

早
く
も
四
十
余
白

と
の
敗
惨
に
鞭
う
た
れ
た
私
が

今
日
も
詩
索
の
み
ち
を
辿
る
姿
を

鹿
す
み
の
ま
な
ざ
し
で

見
く
だ
さ
な
い
で
呉
れ
な
い
か

ｌ
山
よ
…
…
…
．

「
六
申
山
一
○
○
コ
ー
ス
」
の
一
つ
を
選
ぶ
た
め
に
色
女
と
考
え

た
が
、
家
族
連
れ
で
四
時
間
余
り
楽
し
め
る
も
の
を
目
標
に
お
い

た
。
山
登
り
で
あ
る
以
上
、
少
々
汗
を
か
く
こ
と
は
止
む
を
得
ま

い
。
が
、
そ
の
後
あ
ま
り
足
許
の
た
か
ひ
く
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
周
囲
の
風
景
を
観
賞
し
な
が
ら
、
雑
談
を
交
せ
る
様
な
道
が

続
い
て
お
り
、
も
し
一
人
で
歩
く
な
れ
ば
自
分
の
越
方
を
省
り
み

た
り
、
自
然
の
草
木
に
関
心
を
寄
せ
た
り
す
る
の
も
意
義
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
私
は
六
甲
山
の
前
山
で
あ

る
金
鳥
山
か
ら
西
へ
十
文
字
山
へ
の
コ
ー
ス
を
推
奨
す
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
道
は
地
図
に
出
て
い
な
い
。
然
し
な
が
ら
道
標
の
立

派
な
の
が
要
所
要
所
に
た
っ
て
い
る
の
で
迷
う
心
配
が
な
い
。
地

図
に
も
出
て
い
な
い
せ
い
か
、
こ
の
道
を
歩
く
人
は
少
な
く
、
そ

れ
だ
け
に
静
か
な
時
の
過
ぎ
ゆ
く
中
へ
自
分
を
浸
す
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
わ
け
だ
。
阪
急
電
車
岡
本
駅
を
出
発
し
た
の
は
九
時
丁

度
。
こ
の
あ
た
り
で
妬
の
知
れ
た
「
保
久
良
神
社
」
へ
向
う
。
約

一
一
一
十
分
。
境
内
へ
入
る
山
の
端
に
石
灯
篭
が
立
っ
て
い
る
。
灘
の
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小
一
時
の
休
憩
か
ら
立

。
こ
の
広
場
は
小
学
生

や
、
家
族
連
れ
の
適

当
な
憩
の
場
所
で
あ

る
が
今
日
は
木
曜

日
、
ま
っ
た
く
人
影

な
し
。
緩
い
山
道
の

降
り
が
終
る
と
岡
本

九
丁
目
の
バ
ス
停
。

少
々
歩
き
た
ら
ぬ
一

行
は
阪
急
岡
本
駅
へ

足
を
む
け
た
。

一
つ
火
だ
。

「
こ
の
石
灯
龍
は
文
政
八
年
の
も
の
で
す
が
遠
い
昔
か
ら
灘
の

一
つ
火
と
よ
ば
れ
て
沖
を
，
と
ほ
る
船
人
の
目
じ
る
し
に
さ
れ
ま

し
た
。
古
く
か
ら
ふ
も
と
の
北
畑
村
の
天
王
識
の
人
々
が
交
替

で
油
を
注
い
で
点
灯
を
つ
づ
け
て
き
た
も
の
で
す
」

と
い
う
立
札
が
こ
の
社
の
由
来
も
ふ
く
め
て
由
緒
深
い
印
象
を
あ

た
え
る
。
ま
ず
は
お
社
へ
参
拝
。
今
日
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
健
康

を
感
謝
。
社
を
後
に
し
て
金
鳥
山
へ
向
う
登
り
が
こ
の
コ
ー
ス
の

苦
し
い
と
こ
ろ
。
道
の
脇
に
は
休
憩
用
の
ベ
ン
チ
も
置
か
れ
て
あ

る
。
そ
こ
か
ら
十
五
分
余
り
登
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
が
っ
ち
り
と

し
た
ベ
ン
チ
が
五
面
あ
り
、
眼
下
に
広
が
る
帝
罪
画
地
を
見
下
し
、

ま
た
ち
ぬ
の
海
の
一
角
を
埋
め
た
て
て
出
来
た
芦
屋
浜
の
高
層
住

宅
群
を
眺
め
て
の
小
休
止
だ
。
こ
の
地
点
ま
で
来
る
と
高
さ
も
三

百
米
余
り
。
金
烏
山
と
十
文
字
山
へ
の
岐
路
も
ち
か
い
。
分
れ
道

か
ら
は
金
鳥
山
へ
屋
根
筋
か
ら
登
る
も
の
と
山
腹
を
捲
い
て
登
る

の
と
二
本
が
あ
り
、
一
段
下
っ
て
十
文
字
山
へ
の
コ
ー
ス
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
私
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
地
図
に
な
い
み
ち
」
な
の

で
あ
る
。
約
三
百
五
十
米
の
等
高
線
に
そ
っ
て
出
来
た
も
の
で
、

ゆ
う
ゆ
う
と
歩
を
進
め
、
四
方
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

る
。
深
く
切
れ
こ
ん
だ
八
幡
谷
。
季
節
が
春
な
れ
ば
見
事
な
山
桜

が
眼
を
見
張
ら
す
こ
と
だ
し
、
山
椿
の
頃
な
れ
ば
真
紅
の
可
憐
ななだらかに続く「地図にないちみ」

花
を
讃
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
岡
本
八
幡
宮
か
ら
こ
の
谷
を
登
っ

て
来
た
道
と
出
合
い
、
そ
こ
か
ら
少
し
行
く
と
右
の
方
へ
登
れ
ば

甲
南
パ
ノ
ラ
マ
道
、
瓜
吹
岩
か
ら
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
へ
抜
け
る
コ

ー
ス
。
十
文
字
山
へ
は
左
へ
指
標
の
示
す
道
を
歩
く
。
七
兵
衛
山

の
山
腹
を
縫
っ
て
の
林
道
で
は
、
時
女
市
街
地
の
一
角
が
見
え
て

い
た
の
を
完
全
に
隠
し
て
、
囲
ま
れ
た
山
々
の
緑
が
、
そ
の
植
生

に
よ
る
多
種
多
様
な
色
彩
の
饗
宴
と
な
る
。
打
越
峠
へ
ぬ
け
る
道

を
横
切
り
少
時
足
を
運
ぶ
と
、
道
標
が
甲
南
大
学
路
と
打
越
山
と

十
文
字
山
へ
三
方
に
分
か
れ
て
い
る
。
十
文
字
山
へ
の
道
は
打
越

の
山
腹
を
捲
き
、
北
に
向
い
て
、
そ
し
て
西
へ
転
じ
る
。
夏
を
惜

し
む
蝉
の
声
が
一
入
哀
調
を
帯
び
て
耳
に
入
る
。
打
越
山
を
は
な

れ
て
十
文
字
山
か
ら
の
び
た
屋
根
の
一
角
に
入
る
と
六
甲
主
峰
の

線
が
秋
の
空
の
下
で
長
々
と
連
互
し
て
い
る
。
西
お
た
ふ
く
山
の

四
本
の
ア
ン
テ
ナ
、
電
電
公
社
の
大
き
な
建
物
、
凌
雲
荘
、
天
狗

岩
、
な
じ
み
深
い
起
臥
で
あ
る
。
眼
を
西
南
に
転
ず
る
と
住
吉

台
、
渦
ケ
森
台
、
鴨
子
ケ
原
の
居
住
群
。
出
発
し
て
か
ら
約
三
時

間
、
仏
舎
利
の
塔
（
十
文
字
山
）
ま
で
も
少
し
の
行
程
だ
が
、
あ
の

広
場
に
は
木
蔭
が
な
い
。
住
吉
川
か
ら
吹
き
上
っ
て
来
る
気
持
の

よ
い
涼
風
に
誘
わ
れ
て
、
道
端
に
適
当
な
場
所
を
見
つ
け
、
弁
当

を
ひ
ろ
げ
、
缶
ビ
ー
ル
で
さ
さ
や
か
な
乾
盃
。
そ
れ
は
今
あ
る
自

分
の
姿
へ
の
喜
び
で
あ
り
、
初
秋
の
雲
一
つ
な
い
日
本
晴
れ
へ
の

感
謝
で
も
あ
る
。
小
量
の
ビ
ー
ル
が
気
持
を
お
お
ら
か
に
し
て
、

雑
談
の
花
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
育
つ
よ
う
だ
。
小
一
時
の
休
憩
か
ら
立

ち
上
り
仏
舎
利
の
塔
へ
向
け
て
歩
き
出
す
。
こ
の
広
場
は
小
学
生
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こんにちは赤ちゃん

岸本みよ子ちゃん/ 京都府宇治市

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能
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